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つくし野三丁目自治会･街づくりを考える会    平成 23年 12月１０日 
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つ く し 野 三 丁 目 の 『 街 歩 き 』 を 実 施 

１０月３０日、 防災・防犯の観点から街を点検 

つくし野三丁目「街づくりを考える会」では１０月３０日(日)に『街歩き』を実施し、防災や犯罪の観点か

らつくし野三丁目の現状、問題点などを点検して回りました。 

今年３月に策定された『つくし野三丁目地区街づくりプラン（憲章／目標・方針）』を具体化する一環と

して、“安全安心な住みよい街”について検討する参考に実施したものです。 

参加したのは、街づくりを考える会々員、自治会役員、呼びかけに応じて参加した住民、それに町田市

まちづくり推進課職員、市派遣のアドバイザーを加えた総勢２０名で、２班に分かれ約２時間かけて三丁

目地域を見て回りました。その後、つくし野センターに移動し

て全員で懇談、感想や意見を述べ合いました。 

そこで出された主な意見は、分野別に 

＊交通＝セントラルパーク角交差点や福寿院通りが危険。 

      カーブミラーが必要な場所がある。 

＊防犯＝夜間の街をもっと明るくしてほしい。空き家対策が 

必要だと思う。 

＊防災＝街中の消火器を増やし偏りを無くすべき。ハ 

ザードマップの様なものを作るとよい。 

＊その他＝高齢者が住み続けられる対策が必要、その 

ために近く(三丁目町内)に交流の場やお店がほしい。一方、若い人が住みたくなる

街にするには建築協約の見直しをすべきである。 

「街づくりを考える会」では、これらの意見を今後さらに吟味し、“安全安心な住みよい街” 

のプランにとり入れ、あるいは自治会との連携をはかっていく予定です。 

 

「街づくり講演会」のお知らせ   皆様、お誘い合わせておいでください！ 

・日時：２０１２年１月１５日（日） １５時３０分～１６時３０分 

・場所：つくし野センター 第２会議室     ・演題：「首都直下型地震に備えて」  

・講師：鵜沢賢一氏 [「街づくりを考える会」アドバイザー] 

 

町田市街づくりフォーラム「はじめよう 身近な地区のまちづくり」に参加 

・基調講演「防災と地域街づくり」講師 中林一樹氏［明治大学特任教授、町田市街づくり審査会前会長］ 

・意見交換会「みんなで取り組むまちづくり」 ・市登録｢街づくり団体｣のパネル展示 当会など８団体 

テーマは、現在私たち「街づくりを考える会」が取り組み始めた課題そのもので、大いに参

考になりました。基調講演では“防災家づくり”（自宅の耐震対策、家具の配置・固定化など）

や“防災まちづくり”（興味をもつテーマからはじめる、楽しむ防災）の話がありました。 

中林教授が『日常のまちづくりが培う“地域の絆”こそが、災害に負けないまちづくりの底

力です』と力説するのを聴き、地域こぞっての街づくりが必要だと感じました。(副代表：中条)  

裏面の〈防災達人テスト〉は当日の資料です。了承を得て転載しました。皆さん試してみてください。 

[参加者の感想]①普段見慣れている街を 
改めて見直すことができました（女性）。
②男も地域に関心を持ち積極的に発言
すべきだと思った（男性）。 
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